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地
方
自
治
功
労
を
称
え

市
区
町
村
議
会
議
長
に
表
彰
状

総務大臣総務大臣
表 彰 式表 彰 式

長
壁
副
会
長
が
来
賓
出
席

長
壁
副
会
長
が
来
賓
出
席

令和令和８８年度年度令
和
８
年
度
市
区
町
村
長
、

都
道
府
県
議
会
議
長
及
び
市

区
町
村
議
会
議
長
総
務
大
臣

表
彰
式
が
10
月
５
日
、
東

京
・
全
国
町
村
会
館
で
行
わ

れ
、
本
会
か
ら
は
桑
原
敏
幸

元
岩
国
市
議
会
議
長
が
表
彰

を
受
け
た
。

表
彰
は
、
市
区
町
村
長
と

し
て
通
算
20
年
以
上
、
都
道

府
県
議
会
議
長
及
び
市
区
町

村
議
会
議
長
と
し
て
通
算
12

年
以
上
在
職
し
、
地
方
自
治

の
発
展
に
功
労
が
あ
っ
た
と

認
め
ら
れ
る
方
が

対
象
と
な
っ
て
い

る
。
令
和
８
年
度

の
受
彰
者
は
24

名
（
う
ち
市
区
町

村
長
19
名
、
市
区

町
村
議
会
議
長
５

名
）
で
、
本
会
か

ら
の
受
彰
者
は
１

名
だ
っ
た
。

表
彰
式
で
は
、

藤
井
比
早
之
総
務

大
臣
の
代
理
と
し

て
原
邦
彰
総
務
事

務
次
官
が
「
皆
様

表彰式の模様

方
の
こ
れ
ま
で
の
多
大
な
る

ご
貢
献
に
対
し
て
深
く
敬
意

を
表
す
る
と
と
も
に
、
皆
様

被
災
者
生
活

被
災
者
生
活

再
建
支
援
法
適
用

再
建
支
援
法
適
用

令
和
８
年
台
風
25
号
に
伴

う
災
害
に
対
し
、
神
奈
川
県

は
10
月
9
日
、
三
浦
市
に
被

災
者
生
活
再
建
支
援
法
を
適

用
し
た
。

総
務
省
は
10
月
６
日
、
9

月
19
日
か
ら
21
日
に
か
け
て

関
東
甲
信
地
方
を
中
心
と
す

る
各
地
に
被
害
を
も
た
ら
し

た
令
和
8
年
台
風
25
号
に
伴

う
災
害
で
被
災
し
た
各
自
治

体
に
対
し
、
地
方
交
付
税
法

第
16
条
２
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
11
月
に
定
例
交
付
す
べ

き
普
通
交
付
税
の
一
部
を
繰

普
通
交
付
税
繰
上
げ
交
付

普
通
交
付
税
繰
上
げ
交
付

上
げ
交
付
す
る
こ
と
を
決
定
、

10
月
７
日
に
現
金
交
付
し
た
。

対
象
は
神
奈
川
県
三
浦
市
、

横
須
賀
市
（
詳
細
は
総
務
省

ウ
ェ
ブ
）。

桑原元岩国市議長

方
の
ご
活
動
を
支
え
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
ご
家
族
の
皆
様

に
対
し
ま
し
て
も
、
併
せ
て

長壁副会長
（高崎市）

指定都市	 20 市
中核市	 62 市
施行時特例市	 23 市
一般市	 687 市
特別区	 23 区
　計	 815 市区

10月15日現在の市区数
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
式

辞
を
述
べ
た
。

そ
の
ほ
か
、
棚
野
孝
夫
全

国
町
村
会
会
長
（
北
海
道
白

糠
町
長
）
ら
来
賓
か
ら
の
祝

辞
、
長
壁
真
樹
本
会
副
会
長

（
高
崎
市
議
会
議
長
）
ら
来

賓
の
紹
介
、
祝
電
披
露
な
ど

が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
市
区
町
村
議
会

議
長
の
受
彰
者
を
代
表
し
、

齋
藤
秀
雄
新
潟
県
阿
賀
町
議

長
が
謝
辞
を
述
べ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
住
宅
が
全

壊
し
た
世
帯
、
大
規
模
半
壊

し
た
世
帯
及
び
中
規
模
半
壊

し
た
世
帯
等
に
つ
い
て
、
申

請
に
よ
り
、
住
宅
の
再
建
方

法
等
に
応
じ
て
被
災
者
生
活

再
建
支
援
金
が
公
益
財
団
法

人
都
道
府
県
セ
ン
タ
ー
か
ら

支
給
さ
れ
る
。

台
風
25
号
災
害

更
な
る
被
災
地
支
援
を
決
定

齋藤新潟県阿賀町議長による代表受領

https://www.si-gichokai.jp
https://www.si-gichokai.jp
https://www.soumu.go.jp/main_content/001094627.pdf
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市　章

【
市
の
概
要
】

▽
人
口　
22
万
４
２
５
２
人

（
令
和
８
年
５
月
末
現
在
）

▽
面
積　
４
３
１・81
㎢

▽
歴
史
・
沿
革　
平
成
17 

年

に
佐
賀
市
、
諸
富
町
、
大
和

町
、
富
士
町
及
び
三
瀬
村
が

合
併
し
て
誕
生
。
さ
ら
に
平

成
19
年
に
は
川
副
町
、
東
与

賀
町
及
び
久
保
田
町
と
合
併

し
現
在
に
至
る
。
脊
振
山
系

の
山
ろ
く
部
の
山
林
や
清
流
、

ク
リ
ー
ク
や
田
園
風
景
、
豊

饒
の
海
と
い
わ
れ
る
「
有
明

海
」
な
ど
素
晴
ら
し
い
環
境

に
恵
ま
れ
て
い
る
。
観
光
面

に
お
い
て
も
、
山
間
部
に
あ

る
観
光
り
ん
ご
園
、温
泉
、ま

た
沿
岸
部
に
お
け
る
干

潟
の
個
性
的
な
動
植
物

な
ど
、
多
様
な
魅
力
を

備
え
る
ま
ち
で
あ
る
。

▽
シ
ン
ボ
ル　
佐
賀
市

の
頭
文
字
で
あ
る「
S
」

を
モ
チ
ー
フ
に
、
人
と

人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
イ

メ
ー
ジ
。
二
つ
の
円
は
、

は
じ
き
出
る
個
性
と
は

ぐ
く
み
成
長
す
る
英
知
を
表

し
、
青
色
は
空
を
、
緑
色
は

大
地
を
表
し
、
佐
賀
の
豊
か

な
自
然
を
表
現
。

【
議
会
の
概
要
】

▽
議
員
定
数　

36
人
（
現

在・男
性
26
人
、
女
性
10
人
）

▽
前
回
選
挙　
令
和
7
年
10

月
19
日
、立
候
補
者
45
人
。投

票
率
44・57
％

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス　
平
成

22
年
か
ら
開
催
し
て
い
る
議

会
報
告
会
が
、
今
年
で
15
回

目
の
節
目
を
迎
え
た
。
今
回

は
議
員
発
案
の
も
と
初
の
議

場
で
の
開
催
を
企
画
し
た
。

身
近
に
議
会
を
感
じ
て
も
ら

う
よ
い
機
会
と
な
っ
た
。
今

佐
賀
市
は
、
豊
か
な
自
然

と
歴
史
が
調
和
す
る
落
ち
着

い
た
城
下
町
で
す
。
市
内
に

は
、幕
末
、明
治
期
の
文
化
を

今
に
伝
え
る
施
設 （「
大
隈

重
信
記
念
館
」
や
「
佐
野
常

民
と
三
重
津
海
軍
所
跡
の
歴

史
館
」等
） 

が
あ
り
ま
す
。
秋

に
は
佐
賀
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
が

開
催
さ
れ
色
と
り
ど
り
の
熱

気
球
が
空
を
彩
る
姿
が
圧
巻

で
す
。
議
会
で
は
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
暮
ら
し
や
す

い
都
市
を
目
指
し
て
活
発
に

議
論
を
進
め
て
お
り
、
歴
史

と
自
然
、
そ
し
て
暮
ら
し
や

す
さ
を
両
立
さ
せ
る
取
り
組

み
が
進
む
街
で
す
。
一
度
佐

賀
市
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

議
長
の
話

議
長
の
話

佐賀インターナショナルバルーンフェスタ
（写真提供：佐賀県観光連盟・佐賀バルーン

フェスタ組織委員会許諾済）

佐

賀

市

部
会
長
市
紹
介

第8回第 8回

松永幹哉 議長

後
も
創
意
工
夫
を
尽
く
し
、

「
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
指

し
て
い
き
た
い
。

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会
（
会
長
＝
大
槻
和
弘

相
模
原
市
議
会
議
長
）
は
10

月
６
日
、
全
国
都
市
会
館
で

正
副
会
長・監
事・相
談
役
会

を
開
催
。
令
和
９
年
度
政
府

予
算
編
成
に
向
け
た
基
地
対

策
関
係
施
策
の
充
実
強
化
に

関
す
る
要
望
案
な
ど
に
つ
い

て
協
議
し
た
。

冒
頭
、
大
槻
会
長
が
挨
拶

で
「
基
地
対
策
関
係
予
算
の

増
額
確
保
、
施
策
の
充
実
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
一
致

団
結
し
強
力
な
要
望
活
動

を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
述
べ
、
政
府
予
算
編

成
に
向
け
た
支
援
と
協
力
を

大槻会長
（相模原市）

求
め
た
。

要
望
案
は
、
基
地
・
調
整

交
付
金
３
８
５
億
４
０
０
０

万
円
（
前
年
度
同
額
）
及
び

基
地
交
付
金
の
事
項
要
求
分
、

基
地
周
辺
対
策
経
費
（
契
約

ベ
ー
ス
）１
７
１
８
億
円（
前

年
度
比
１
１
２
億
円
増
）
の

概
算
要
求
額
の
満
額
確
保
な

ど
を
求
め
る
も
の
で
、
原
案

通
り
11
月
４
日
の
第
１
１
６

回
理
事
会
に
提
案
す
る
こ
と

を
了
承
し
た
。

こ
の
ほ
か
会
議
で
は
、
川

名
晋
史
大
東
文
化
大
学
法
学

部
教
授
が
「
日
米
地
位
協
定

―
構
造
と
課
題
」
と
題
し
て

講
演
し
た
。

正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役
会

要
望
案
に
つ
い
て
協
議

基 地 協基 地 協

川名大東文化大教授

総
務
省
は
10
月
９
日
、
昨

今
多
発
し
て
い
る
大
規
模
な

不
正
ア
ク
セ
ス
に
よ
る
情
報

漏
洩
等
の
事
案
を
受
け
、
総

務
省
所
管
の
事
業
者
及
び
地

方
公
共
団
体
な
ど
に
対
し
、

迅
速
な
脆
弱
性
対
応
や
、
多

要
素
認
証
な
ど
認
証
機
能
の

強
化
、
委
託
先
を
含
め
た
適

切
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の

実
施
な
ど
に
関
す
る
注
意
喚

起
を
行
っ
た
。

藤
井
比
早
之
総
務
大
臣
は

会
見
で
、「
事
業
者
や
地
方

公
共
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
経
営
層
に
お
い
て
、
サ

イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
重

要
性
に
つ
い
て
深
く
御
理
解

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
取

組
の
強
化
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

（
詳
細
は
総
務
省
ウ
ェ
ブ

）

不
正
ア
ク
セ
ス
・
情
報
漏
洩

対
応
に
つ
い
て
注
意
喚
起

総務省総務省

https://www.soumu.go.jp/menu_kyotsuu/important/kinkyu02_000678.html
https://www.soumu.go.jp/menu_kyotsuu/important/kinkyu02_000678.html
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詳しくはパンフレット（令和 8 年 9 月 16 日付で各市区議会事務局に送付 ) をご覧ください。
資料をご希望の方は、全国市議会議員互助会までお気軽にお問合せください。☎ ０３－３２６２－５２３３

医療保険制度は、市区議会議員の皆様が万が一
疾病を患ったり、ケガを負ったり、がんの治療、介
護状態となった際のサポートをする安心の保険制
度です。
本制度は、団体割引20％が適用されているため、

一般の保険に個人で加入するよりも割安な保険料
で大きな補償を受けることができます。
新規・更新ともに医療・がん補償は満89歳まで加

入できます。一時金払介護補償は満84歳、年金払
介護補償は満79歳まで加入ができます。

「医療補償」 「がん補償」 「介護補償」 を
団体割引にてご提供！

議員ご本人のご加入状況を問わず、ご家族・ご
親族も全ての補償にご加入いただけます。
また、議員の退職時に継続して加入できます。

「ご家族・ご親族」も全ての補償に加入可能！
議員の退職時に継続加入できます！

保険期間は１月1日から　中途加入も随時受付
インターネットで簡単にご加入手続が可能！
保険期間は、毎年 １月 １日午後 ４時からの １年

間で、中途加入のお申し込みも随時受け付けてい
ます。

本内容は団体総合生活保険の概要をご紹介したものです。ご加入にあたっては、必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。
ご不明な点がある場合には、代理店までお問合せください。

【お問合せ先】〈取扱代理店〉(有)都市企画センター 03-5261-8539　〈引受保険会社〉東京海上日動火災保険株式会社 03-3515-4147  2026年10月作成

補 償 内 容

Ⓐ
医
療
（
疾
病
・
傷
害
）

入 院 病気やケガで入院したときに１日目から保険金をお支払いします。 入院保険金日額 1万円

手 術

病気やケガで手術をしたときに保険金をお支払いします
（傷の処置、切開術（皮膚、鼓膜）、抜歯等お支払いの対象外
の手術があります。）。
また、時期を同じくして 2 種類以上の手術を受けた場合には、
いずれか 1 種類の手術についてのみ保険金をお支払いします。

重大手術 40万円
重大手術以外で
入院中の手術 10万円
重大手術以外で

入院中以外の手術 5万円
放射線治療 病気やケガで放射線治療を受けたときに保険金をお支払いします。 10万円
総合先進医療 病気やケガで先進医療を受けたときに保険金をお支払いします。 実額払（上限700万円）
総合先進医療
一 時 金

総合先進医療基本保険金が支払われる先進医療を受けたときに
保険金（一時金）をお支払いします。 10万円

B
が
ん

がん診断
がんと診断確定されたときに保険金（一時金）をお支払いします。
なお、継続前契約で既に診断確定されたがんが一旦治ゆした後の 
再発・転移や、新たながんが生じたときでも保険金をお支払いします。

100万円

Ⓒ
が
ん

がん入院
手 術

がんで入院（日帰り入院も含みます。）や所定の
手術をしたときに保険金をお支払いします。

入院保険金日額 7千円
7万円・14万円・28万円

がん通院
がん通院延長

がんで通院したときに、保険金をお支払いします。
• 三大治療（手術、放射線治療、抗がん剤治療）に該当する通院…支払限度日数：無制限
• 入院をしたとき、その前後の通院…支払限度日数：425 日

通院保険金日額 5千円

抗がん剤治療 がんで抗がん剤治療を受けたときに保険金をお支払いします。 5万円

❶
❷
が
ん
特
約

がん再発転移
がんで所定の治療を受けた後、治療を受けたがんが再発または転移 
したと診断確定されたときは、治ゆや最終の診断確定日からの期間に
かかわらず保険金をお支払いします。

100万円

がん生活支援
以下の場合に、毎年1回、最大で10年間(10回)にわたり保険金を 
お支払いします。
①がんと診断確定されたとき ( 第 1 回がん生活支援保険金 )
②てん補期間中に、がんの治療を直接の目的として毎年所定の治療を受けたとき
　（第 2 回以後がん生活支援保険金）

1回目 5万円

2回目以降 30万円

　
E
介
護

一時金払
介護補償

公的介護保険制度に基づく要介護２以上の認定を受けた場合に保険金
（一時金）をお支払いします。 300万円

年 金 払
介護補償

保険の対象となる方が公的介護保険制度に基づく要介護 3 以上に
なった場合に、最初に要介護状態となった日から毎年 1 回、その日を
含めて最大で 10 年間（10 回）にわたり保険金をお支払いします。

60万円
（年額）

手術保険金額（手術の種類により）

年金払介護補償年金払介護補償

●要介護3
　以上の認定

EE

AA医療補償医療補償
●入院
●手術
●放射線治療
●総合先進医療

がん補償がん補償CC
（入院・手術・通院・抗がん剤治療）

●がん入院・手術
●がん通院
●抗がん剤治療

●がんの
　診断確定

BBがん補償（診断保険金）がん補償（診断保険金）

がん特約がん特約
（がん再発転移補償特約）
● がんの診断確定

❶❶

（がん生活支援特約）
● 所定の治療

がん特約がん特約❷❷

（がん生活支援特約）
● 所定の治療

がん特約がん特約❷❷

DD

●要介護2
　以上の認定

一時金払介護補償一時金払介護補償

医
療
、
が
ん
、
介
護
す
べ
て
に
備
え
ら
れ
ま
す
！

26TC-002180

全国市議会議員医療保険制度 のご案内

2026年
11月13日

まで!
議員ご本人のご加入状況を問わず、
ご家族の方も全ての補償にご加入いただけます!

（団体総合生活保険）
・医療補償
・がん補償
・介護補償

市区議会議員の皆様のための福利厚生制度

全国市議会議員互助会は、全国の市区議会議員の相互の交流親睦を深め、相互扶助を行うことを目的に、
任意加入の保険として、疾病やケガによる入院・手術を補償する「全国市議会議員医療保険制度」等の事業を
行っています。
本制度は団体割引20％が適用されているため、通常より割安な保険料にて補償を提供しています。毎月の
保険料は、年齢別に区分されていますが、補償内容は一律となっています。
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全国市議会議長会では、議員の皆さまの福利厚生制度の充実を図るため、全国の市区議会議員を対象
とした団体補償制度や医療保険制度等の各種保険を用意しています。
本会では、令和5年12月から議員活動中やプライベートの様々な賠償事故、また、争訟費用に備えるこ

とができる「議員賠償責任保険」の取扱い（WEB完結型の募集）を開始しております。
市区議会議員の皆さまにおかれましては、けがを対象とした団体補償制度や病気やけがでの手術・入

院、がん、介護等に備える医療保険制度等と併せて、より一層安心して議員活動を行っていただくため
に、この機会に、是非とも契約更新及び新規加入をご検討いただきますようお願い申し上げます。

個人情報漏えいによる
損害賠償

国家賠償法による
求償

議員勇退後も
5年間補償

議会での発言や資料により、個人情報を漏えい
されたとして損害賠償を請求された場合、補償
の対象になります。

険保の中務政 ※ 金額は1,000万円（期間中限
度額）となります。

国または地方公共団体に損害賠償責任が生じ、
議員に故意または重大な過失があった場合、地
方公共団体は、その議員に対して求償権（請求
する権利）を有します。仮に地方公共団体が議
員へ求償したときも、本保険の対象となります。

勇退された日の属する保険期間末日まで保険に
ご加入いただくと、その保険期間末日から５年
間の損害賠償請求期間延長特約が自動的に
付帯されます。

りおてし付受は退脱途中に的本基りよにれこ ※
ません。

職務 職務 職務政務

職務中の発言による
名誉き損

セクハラ・パワハラの
争訟費用

第三者への賠償

議会での発言が名誉き損だとして訴訟が提起
された場合も補償の対象となります。

の員議会国るいてれらめ定に条15第法憲 ※
免責特権は、地方議員にまで拡大解釈をし
ないとの過去判例があります。

セクシャルハラスメント・パワーハラスメントで
訴訟を提起された場合の争訟費用（損害賠償
金は対象外）も本保険の対象となります。

や合場るす因起に意故の者険保被しだた ※
犯罪行為は除きます。

険保の中務政 ※ 金額は1,000万円（期間中限
度額）となります。

職務中、政務中、プライベートを問わず、他人に
ケガを負わせた場合や他人の財物を壊した
場合の損害賠償金を補償します。

。すまき除は故事車動自 ※

職務 職務 政務

職務 政務
プライベート

名誉き損

身体障害・財物損壊

職務中のリスク 政務中のリスク プライベートのリスク
補償対象外 補償対象外

補償対象外個人情報漏えい・ハラスメント

令和８年12月１日（午後４時）～
令和９年12月１日（午後４時）
（以降、毎年自動継続）
令和８年11月20日
（申込期限後も随時ご加入いただけます）

このご案内は概要を説明したものです。
ご不明な点は、取扱代理店までお問合せください。

職務・政務・プライベートのいずれにおいても
議員活動には様々な賠償リスクが潜んでいます

職務中のリスク 政務中のリスク

多岐にわたる活動でのアクシデントに対して
24時間サポートします。

保険期間

申込期限

議 員 賠 償 責 任 保 険 のご 案 内 24時間
サポート!
24時間
サポート!

職務 政務

プライベート公務員賠償責任保険・施設所有管理者賠償責任保険・賠償責任保険個人特約

市区議会議員の皆様のための福利厚生制度

パンフレットのダウンロード及びご加入のお手続き
こちらよりお進みください

https://dantai.sompo-japan.co.jp/lp/shigikai/baisyo/

損害賠償⾦および争訟費用等
（一連の損害賠償請求あたりの支払限度額） 2億円限度（注）

職務中の事故に関する初期対応費用
（期間中限度額） 500万円限度

保険料（年額⼀括払） 19,800円
（ひと月あたり1,650円）

（注） 1年間の保険期間における保険金支払限度額（期間中限度額）は2億円と
なります。（損害賠償金、争訟費用等を合算しての限度額です。）ただし、政務中
の個人情報漏えい、セクシャルハラスメント・パワーハラスメントについての保険
金額は1,000万円（期間中限度額）とします。

中途加入も随時受付

市議会での発言により名誉を傷
つけられたとして、議事録の削
除に加え、損害賠償請求の訴え
を受けた！

委員会での発言が個人情報漏え
いにあたるとして、傍聴人から
損害賠償請求の訴えを受けた！

「本会議定例会の⼀般質問におけ
る発⾔により、社会的評価が低下
するおそれが発⽣している」として
店舗を営業する市民から損害賠償
金と遅延賠償⾦を求められた！

駅頭での演説に向かう途中、
誤って自転車で接触し、ケガさ
せてしまった！

選挙活動中、看板設置の作業を
している際に近くの⾞に傷を付
けてしまった！

後援者の⾃宅に招かれた際、
⾃宅の花瓶を壊してしまった！

（有）都市企画センター 〒 162-0822 新宿区下宮比町 2-28-328
TEL 03-5261-8539 ▶ 受付時間：平日の午前 9 時から午後 5 時まで

お問い合わせ先

引受幹事保険会社 損害保険ジャパン株式会社 〒 160-8338　東京都新宿区西新宿 1-26-1 SJI26-14205　2026.10.13
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